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－調査の経緯
会議録は学会のWebサイトで全文公開されていることも
多い。 学会（ACM=Association for Computing Machinery) 








慮し， 図書・雑誌の両面から NACSIS-CAT にて所蔵館










のため CAT に登録していない可能性もあると考え， OPAC
を検索したところ下記の資料がヒットした。
KDD : Conferc on Knowledg Discovery in Dat 
資料種別：電子ジャーナル










1) ACM Digtal Libray[internet]. htp:/dl.acm.org/ 
[acesed 2015-8] 
2）国立国会図書館サーチ（NDL Search) [internet]. 
htp:/is.ndl.go.jp/ [acesd 2015-8] 
3) JST 資料所蔵目録Web 検索システム［internet]. htp:/ 
opac.jst.go.jp/index.html [acesd 2015-8] 
4 ）東京工業大学附属図書館蔵書検索（OPAC) [internet]. 

















「00 という Web ページに掲載されていたJ 等）
－白館での調査内容（なるべく 具体的に。例えば「ネッ
トで探しましたがなかなか見っかりません」よりは
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